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附則
鳥取市は、唱歌「故郷 (ふ るさと)」 の情景をほうふつとさせる緑豊かな自然、千代川の清

流や鳥取砂丘を代表とする美 しい景観に恵まれています。

その中で先人たちは、山の幸、海の幸など自然からの豊かな恵みを受けながら古代より因

幡の国の歴史や多彩な伝統文化をはぐくんできました。

そ して、幾たびかの自然災害にも英知と不屈の精神を持って乗 り越えて、今日まで生活を

営んできました。
私たちは、先人から受け継いだ幾多のかけがえのない財産に感謝 しながら、将来を担 う子

どもたちが夢と希望を持つて健やかに成長 し、心豊かに暮らせるまちをつ くり、次世代に引

き継いでいかなければなりません。
そのためには、今地域が抱える課題について、私たち一人ひとりが自ら考え、互いに助け

合い、責任を持つて行動する取組が必要です。
このような認識のもと、私たちは、鳥取市民としての誇 りを持ち、自らも自治の主体であ

ることを自覚 し、コミュニテイを守 り育てながら、協働 して地域の課題解決に向けて努力す

る決意をしました。
ここに、私たちは、自治の基本理念を確立 し、個人の尊厳と自由が尊重され、豊かな地域

社会を創造するため、この条例を制定 します。

第1章  総則
(目 的)
第1条  この条例は、本市の自治の基本理念を明らかにするとともに、市民及び市につい
て、その権利、役割及び責務を定め、参画と協働のまちづくりを推進することにより、も

って将来に向けて豊かな地域社会の創造に資することを目的とします。

(定義)
第2条  この条例において、次の各号|に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによ
ります。
(1)市 民 市内に在住する人、市内で働き、若 しくは学ぶ人又は市内において事業若 し
ぐは活動を行う団体をし`し

'ま
す 。

(2)執行機関 市長、教育委員会、選挙管理委員会、公平委員会、監査委員、農業委員
会及び固定資産評価審査委員会をいいます。
(3)市 議会及び執行機関をいいます。
(4)参画 市民としてまちづくりの企画の立案から実施、評価までの各過程に主体的に
参加 し、意思決定に関わることをいいます。
(5)協働 市民及び市がそれぞれの役割と責任を自覚 し、互いの主体性を尊重 しなが
ら、対等の立場で協力し合うことをいいます。
(6)コ ミュニティ 地域又は共同体意識を基盤 .と_し たつなが りのも―とで自主的に形成さ
れた組織であつて、公益性を有する活動を行うものをいいます。

(条例の位置づけ)
第3条  この条例1ま、本市―の自治の基本・とな.る場範であり、市1ま、他・の条例等の制定、改廃
及び運用に当たつては、この条例の趣旨を尊重 します。
2 市民及び市は、この条例に定められた権利、役割及び責務を最大限に尊重 します。
第2章 書治の基.本理念

第4条  市民及び市が自治の主体であることを基本とします。
2 市民及び市は、たゆみない努力により、自治を維持 します。
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